
人さし指に糸を２回巻き付けます。 糸を指から外し、図のように

持ちます。

輪の中に針を入れ、針に糸を

かけて引き出します。

■輪の作り目
細編を編み入れる場合で説明します。

　で動いた方の糸を輪が

しまる方に引きます。

糸端を引いて、

引きしめます。

中心のしめ方

中心の糸端を

少し引きます。

■くさり編で輪を作って編み始める方法

■立上がりとは...
◇ 各段の始めに、その段の編み目の高さをくさりで代用することです。

◇ 細編以外の立上がりのくさりは1目と数えます。

◇ 立上がりには台になる作り目が必要になります。細編には必要ありません。

編み目の高さ

立上がりの台の目 立上がりの台の目

1
目 3

目

2
目

4
目

● 細編（こまあみ） ● 中長編（ちゅうながあみ） ● 長編（ながあみ） ● 長々編（ながながあみ）

立ち上がりは

１目と数えない。

（台の目不要）

5目 5目 5目5目

立上がりの台の目

高さ…くさり1目 高さ…くさり2目 高さ…くさり3目 高さ…くさり4目

必要な数のくさりを編み、

最初の目の裏山に引き抜

いて輪にします。

最後は立ち上がりの目に引

き抜きます。

２段目は、１段目の目の頭

の２本を拾って編みます。

　と同じように、立ち上

がりの目に引き抜きます。

立ち上がりのくさりを3

目編み、くさりの裏山を

拾って、長編をします。

長編を編み入れる場合で説明します。

１段目

２段目
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